
■
開
幕
公
演

▽
日
時
　
５
月
17
日(

土)

午
後

１
時
30
分
（
１
時
開
場
）。

▽
会
場
　
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

（
明
保
野
町
）。

▽
内
容
　
市
民
芸
術
祭
ホ
ー
ル
部

門
の
「
粋
」
が
一
同
に
集
い
、
宇

都
宮
の
文
化
を
次
世
代
へ
と
継
承

し
て
い
く
感
動
の
舞
台
。

▽
入
場
料
　
１
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）
。
入
場
券
は
市
民
芸
術
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

12
階
　
文
化
課
内
）、
市
文
化
会

館
・
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市

内
百
貨
店
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
へ
。

■
開
幕
展

▽
日
時
　
５
月
17
日(

土)

〜
22

日(

木)

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

▽
会
場
　
市
文
化
会
館
展
示
室
。

▽
内
容
　
運
営
委
員
・
審
査
員
の

作
品
と
、
前
年
度
市
民
芸
術
祭
賞

受
賞
者
の
作
品
の
み
を
展
示
。
洋

画
・
版
画
部
門
は
、
開
幕
展
だ
け

の
出
品
。

▽
日
時
　
５
月
18
日(

日)

午
後
３

時
〜
。

▽
会
場
　
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

（
駒
生
１
丁
目
）。

▽
出
演
者
　
ゲ
ス
ト
＝
原
田
秀

彦
・
桑
原
智
昭
・
三
船
元
維
ほ

か
。
ス
タ
ジ
オ
生
一
同
。
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第第2929回宇都宮市民芸術祭術祭
UTSUNOMIYA Art FestivalUTSUNOMIYA Art Festival

第29回宇都宮市民芸術祭
UTSUNOMIYA Art Festival

宇
都
宮
市
民
の
文
化
の
祭
典
「
市
民
芸
術
祭
」
は
、
今
年
で

29
回
目
を
迎
え
ま
す
。
５
月
17
日(

土)

の
開
幕
公
演
・
開
幕
展

を
皮
切
り
に
、
茶
華
道
・
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
文
芸
の
４

部
門
に
わ
た
る
、
文
化
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

本
市
芸
術
文
化
の
粋
の
共
演
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市
民
芸
術
祭
30
周
年
記
念

プ
レ
公
演

開
幕
公
演
・
開
幕
展

市
民
芸
術
祭
参
加
公
演

橋

本

陽

子

エ
コ
ー
ル

ド
ゥ

バ
レ
エ

P
e
rfo
rm
a
n
c
e
2
0
0
8

■文芸作品集発刊事業

創作・随筆・詩・短歌・俳
句・川柳の6部門の入賞作品を
掲載した作品集「宇都宮文学」
第29号を7月26日から文化課
（市役所12階）で販売します
（１冊1,000円）。

バレエ公演

開幕公演

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス



特

集

▽
演
目
　
「
パ
キ
ー
タ
」
ほ
か
バ

レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
。

Á
橋
本
陽
子
エ
コ
ー
ル
ド
ゥ
バ
レ

エ
宇
都
宮
ス
タ
ジ
オ
1(

634)

６
６

６
５

▽
期
日
　
７
月
13
日(

日)

。

▽
会
場
　
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

（
明
保
野
町
）。

▽
内
容
　
市
内
の
合
唱
を
愛
す
る

団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
。
演
奏
直
後
に
、
片
山
み
ゆ

き
さ
ん
（
合
唱
指
揮
・
指
導
者
）

の
講
評
を
受
け
、
各
合
唱
団
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
に
活
動
拠
点
の
あ

る
高
校
生
以
上
の
合
唱
団
体
。

▽
参
加
人
数
　
制
限
な
し
。
た
だ

し
舞
台
運
営
上
の
関
係
で
制
限
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
演
奏
時
間
　
１
団
体
７
分
以
内

（
厳
守
）
、
講
評
12
分
（
団
体
数

に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）
。
複
数
曲

演
奏
も
可
（
た
だ
し
、
曲
間
を
含

め
て
７
分
以
内
）。

▽
合
同
演
奏
　
曲
目
「
ア
ヴ
ェ

マ
リ
ア
」
「
ア
ニ
ュ
ス
　
デ
ィ
」

（
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
）。

▽
費
用
　
１
団
体
２
０
０
０
円
＋

700
円
×
参
加
人
数
。
参
加
人
数

は
指
揮
者
・
伴
奏
者
・
譜
め
く
り

を
除
く
。

▽
申
込
　
文
化
課
（
市
役
所
12

階
）
、
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書

き
、
費
用
を
添
え
て
、
６
月
６
日

ま
で
に
直
接
、
市
民
芸
術
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
文
化
課
内
）
1

(

632)

２
７
６
７
へ
。
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小ホール�

展示室�

展示室�

和室ほか�

展示室�

1,000円�

無料�

無料�

茶券�
1,500円�

無料�

市民芸術祭ホール部門の「粋」が一同
に集い、宇都宮の文化を次世代へと継
承していく感動の舞台。�

運営委員・審査員の作品と、前年度市
民芸術祭賞受賞者の作品のみを展示。
洋画・版画部門は、開幕展だけの出品。�

市内15流派による華の共演。�

市内3流派による茶席。�
�

■質問コーナー（日本画展、洋画・版
画展、写真展のみ）�
　初日～最終日前日の午後2時～4時に、
運営委員が質問に答えます。�
■公開批評会�
　最終日に、審査員が各作品の講評と
アドバイスを行います。�
▽日本画展・書道展・写真展　午後2
時～4時（書道展の揮毫は午後1時～）
▽彫刻展　午後3時～4時�
▽工芸展　午後2時30分～4時�
▽洋画・版画展　午後1時～4時�

5月17日(土)�
開場 午後1時�
開演 午後1時30分�

5月17日(土)～22日(木)�
午前10時～午後6時�
（最終日は午後4時まで）�

5月24日(土)・25日(日)�
午前10時～午後6時�
（最終日は午後4時まで）�

5月25日(日)�
午前10時～午後3時�

5月28日(水)
～6月1日(日)�

6月11日(水)
～15日(日)�

6月25日(水)
～29日(日)�

7月16日(水)
～20日(日)

午前10時
～午後6時�
（最終日
は午後4時
まで）�
�

催 事 名 　　日　　　時 　会　場　　入場料 　　　　内　　　　容�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
　
　
　
茶
華
道
　
　
　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

�

市民芸術祭日程�
会場：市文化会館�

開幕式典・�
開幕公演�

開幕展�

華道展�

茶会�

書道展�

日本画・彫刻・�
工芸展�

洋画・版画展�

写真展�

きごう�

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参

加

団

体

募

集

▽日時　5月24日(土)・25日(日)、
午前11時～午後５時。
▽会場　オリオンスクエアほか。
▽内容　宇都宮の街角で、市内の
ジャズやポップスなどの愛好者グ
ループが熱い演奏が繰り広げま
す。

軽音楽祭
ミヤ・ストリートギグ2008
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◎市民芸術祭についての問い合わせは、文化課1（632）2763・2767、 u4607@city.utsunomiya.tochigi.jpへ。

小ホール�

中心市街地�

小ホール�

大ホール�

大ホール�

大ホール�

小ホール�

小ホール�

小ホール�

大ホール�

小ホール�

小ホール�

小ホール�

無料�

無料�

無料�

高校生以上
1,000円�
中学生以下�
無料�

一般�
1,500円�
（前売1,200円）�
小中高生�
800円�

（前売600円）�

一般�
800円�
小中高生�
500円�

1,000円�

1,000円�

1,000円�

3,000円�

2,000円�

1,000円�

無料�

650年の歴史を持つ、伝統の能楽の一部「う
たい」と「仕舞」を市内の謡曲愛好者（観
世流・喜多流・宝生流）と「謡曲こども教
室」の小・中学生が熱演。�

宇都宮の街角で、市内のジャズやポップス
などの愛好者グループが熱い演奏を繰り広
げます。�

厳しい予選を勝ち抜いた精鋭による民謡の
祭典。�

指揮＝石川和紀、ソリスト＝小泉百合香（バ
イオリン）、曲目＝シベリウス作曲　交響詩
「フィンランディア」、ブルッフ作曲　バイ
オリン協奏曲第１番、シベリウス作曲　交
響曲第2番。�
Á定期演奏会実行委員会事務局1090(7�
907)3600（田崎）�

指揮＝末廣　誠、ソリスト＝羽石道代（ピ
アノ）、曲目＝ベートーベン作曲　ピアノ
協奏曲第3番、ベートーベン作曲「エグモ
ント」序曲、Ｒ・シュトラウス作曲　交響
詩「英雄の生涯」。�
Á栃木県交響楽団事務局1(643)5288�

指揮＝井　正浩、曲目＝ベートーベン作曲
「エグモント」序曲、チャイコフスキー作
曲　幻想序曲「ロメオとジュリエット」、
シベリウス作曲　交響曲第2番。�
Á定期演奏会実行委員会事務局1080(5�
047)5187（佐藤）�

日本の伝統楽器、箏、三絃、尺八の演奏と長
唄。今回は「翔」をテーマに、各社中による
演奏と、次代を担う若手邦楽家集団「宇都
宮ユース邦楽合奏団」のステージ。�

吟詠と剣や扇で表現した勇壮、華麗な剣舞・
詩舞。�

前年度優勝者を迎え、発表の部とコンテス
トの部への出演、計100曲によるカラオ
ケ大会。�

本格的な舞台美術を駆使した、伝統ある日

本舞踊の美。「伝統文化こども教室」で稽古
した子どもたちによる「雨の五郎」と、文化
庁の支援事業の創作舞踊「華厳」「さすらい」。�

偉大な作曲家プッチーニの名曲と生涯を、
オペラ研究家「酒井章」さんと新国立劇場
の歌唱およびピアノ指導者「中橋健太郎左
衛門」さんをゲストに迎えたコンサート。�

市内各所で活躍し、親しまれている奇術、
腹話術、大衆舞踊、和太鼓、どじょうすく
いなどの団体が一同に会したステージ。�

市内で活動する合唱団による発表と、合唱
指揮・指導者の「片山みゆき」さんをお迎
えしての参加団体ごとの合唱クリニック。�

5月24日(土) �
開場 午前9時30分�
開演 午前10時�

5月24日(土)・25日(日)�
午前11時～午後5時�

5月25日(日)�
開場 午前9時30分�
開演 午前10時�

6月1日(日)�
開場 午後1時30分�
開演 午後2時�

6月15日(日)�
開場 午後1時30分�
開演 午後2時�

7月5日(土)�
開場 午後5時30分�
開演 午後6時�

6月8日(日)�
開場 午後0時30分�
開演 午後1時�

6月15日(日)�
開場 正午�
開演 午後0時30分�

6月21日(土)�
開場 午前9時30分�
開演 午前10時�

6月22日(日)�
開場 午前10時30分�
開演 午前11時�

6月28日(土)�
開場 午後5時30分�
開演 午後6時�

6月29日(日)�
開場 午後0時30分�
開演 午後1時�

7月13日(日)�
開場 午前10時�
開演 午前10時30分�

催 事 名 　　日　　　時 　　 会　場　　入場料 　　　　内　　　　容�

ホ
　
ー
　
ル�

�

市民芸術祭日程� 会場：市文化会館�

謡曲大会�

軽音楽祭�
（ミヤ・ストリー
トギグ）�

民謡民舞大会�

オーケストラ公演�
(宇都宮シンフォ
ニーオーケストラ
第7回定期演奏会)�

オーケストラ公演�
(栃木県交響楽団
第85回定期演奏
会)�

オーケストラ公演�
(宇都宮大学管弦
楽団第65回定期
演奏会)�

邦楽演奏会�

吟詠剣詩舞祭�

市民歌謡祭�

日本舞踊祭�

オペラ公演�
（プッチーニ オペ
ラ作品の愉しみ　プッ
チーニ生誕150周
年記念コンサート）�

大衆芸能祭�
（おもしろバラエティ）�

合唱フェスティバル�

けいこ�

こと� さんげん�

たの�


